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長
浜
町
議
会
才
二

E
臨
時
会
は
、
去
る
入
目
、
長
浜
町
体
育
館
で
関
一
一

か
れ
、
助
役
の
選
任
を
は
じ
め
、
九
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
々
定
一
一

さ

れ

ま

し

た

。

二

清
水
前
助
役
の
退
任
い
ら
い
、
約
一

ヶ
月
間
空
席
で
あ
っ
た
長
浜
町
助
役
の

ま
選
任
は
、
当
臨
時
会
で
は
か
ら
れ
ま
し

カ
~
一
た
が
、
そ
の
結
果
新
助
役
に
、
こ
れ
ま

一
で
収
入
役
で
あ
っ
た
大
野
登
氏
(
川
む
が

一
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
収
入
役

交
J

一
の
後
任
に
は
、
こ
の
ほ
ど
、
当
町
議
会

‘
一
議
員
で
町
取
査
委
員
の
門
田
博
氏
(
将
)

一
が
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま

Z
一
し
た
。

輯
一
ま
た
、
町
院
査
委
員
の
後
任
に
は
、

一
一
宮
泰
忠
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
こ
の
ほ
か
、
当
議
会
で
き
ま
っ
た
お

理
一
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
O

E
一
什
長
浜
町
税
条
例
の
一
部
改
正

O
各
種
税
証
明
の
手
数
料
が
改
め
ら

l
E
 長
会

l

新

役

員

き

(毎月 1同発行)

長
浜
町
区
長
会
で
は
、
四
月
二
十
二

日
、
長
浜
町
体
育
館
で
総
会
を
開
き
、

つ
ぎ
の
新
役
員
を
決
め
ま
し
た
。

会

長

明

関

定

市

(

長

浜

)

事
務
局
長
宮
本
幹
之
進
(

H

)

会

計

城

一

戸

岡

政

雄

(

か

)

理

事

清

水

武

(

庁

)

グ

尾

上

重

幸

(

庁

)

ム
古
橋
寿
幸
(
グ
)

新

山

月

津

(

グ

)

沢

井

太

郎

(

か

)

綿

弁

敦

(

庁

)

井

上

清

(

グ

)

二

宮

邦

へ

大

和

)

富

田

利

好

(

グ

)

// // '-'ろP" 

昭和44年5月20日

// // // 

1/ 

?/ 1/ '" // 

... /1 

(ー)

i 1/ 監 H

F
 
J
 

F
 
J
 

p
 

d
 

-

ま

る

事

岩

本

繁

(

庁

)

昨

義

章

(

グ

)

児
玉
徳
五
郎
(
白
滝
)

中

島

菊

市

(

グ

)

福

村

禅

教

(

グ

)

怜
協
藤
一
郎
(
櫛
生
)

桑
野
春
太
郎
(
一
庁
)

下
坂
馬
太
郎
(
か
)

本
国
義
徳
(
グ
〉

土
佐
古
章
一
喜
(
出
海
)

参
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四
男
(
グ
)

峰

田

明

(

今

坊
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中

尾

長
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血
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矢
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街
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ほ
と
ん
ど
の
区
長
さ
ん
が
、
区
長
を

し
て
い
て
一
番
情
一
な
く
思
え
る
と
と
は

と
ん
な
場
合
の
と
き
だ
と
よ
く
云
わ
れ

ま
す
。忙
し
い
家
業
の
時
間
を
犠
牲
に
し
て

各
一
戸
に
出
回
っ
て
い
る
と
さ
な
ど
ぷ
寸

新
収
入
役

門
田
博
氏
あ
い
さ
つ

長
浜
町
も
、
い
ま
大
型
開
発
と
一
玄
う

一
極
め
て
重
大
な
る
局
面
に
立
っ
て
お
り

一
ま
す
。
こ
の
時
期
を
乗
り
き
り
新
し
い

一
長
浜
町
に
実
現
す
べ
く
、
町
民
の
皆
様

役
一
方
と
力
を
あ
わ
せ
進
ん
で
ゆ
ぎ
た
い
と

以
一
考
へ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ

新
一
し
く
御
指
導
御
鞭
携
を
賜
り
ま
す
よ
う

一
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
議
会
議
員

在
職
中
は
、
公
私
共
に
御
世
話
に
な
り

ま
し
た
事
を
こ
の
紙
上
を
借
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

ま
こ
と
に
略
儀
な
が
ら
、
御
挨
拶
か

た
が
だ
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

門田i専氏

区
長
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
大

変
な
犠
牲
を
弘
っ
て
、
同
官
一
に
夜
に
か
け

回
っ
て
い
た
、
た
い
て
お
り
ま
す
。

感
謝
の
意
を
表
し
、
心
良
く
協
力
し

永ふ

1
U
予
也
、
h

ノ。

私
、
こ
の
度
は
か
ら
ず
も
長
浜
町
収

入
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
五
月
八
日
付
を

以
て
就
任
致
し
ま
し
た
。

と
の
職
責
の
重
大
な
る
事
を
考
へ
ま

す
と
き
に
ま
こ
と
に
身
の
引
き
締
る
思

い
が
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
の
職
務
遂
行
に
は
豊
富
な
る
経
験

と
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
不
肖
の
如
、
芳
、

者
が
充
分
に
こ
の
職
務
を
全
う
す
る
事

が
で
き
る
か
ど
ラ
か
危
倶
す
る
点
も
多

々
ご
ぎ
い
ま
す
が
、
就
任
を
致
し
ま
し

た
以
上
は
、
微
力
乍
ら
一
意
専
心
職
責

を
果
す
べ
く
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

門
回
収
入
役
略
歴
昭
和
三
寸
一
年

十
月
か
ら
三
十
七
年
九
月
ま
で
町
教
育

長
を
勤
め
で
あ
と
、
四
十
年
十
月
に
町

議
当
選
、
八
日
辞
任
し
た
。
大
阪
外
国

語
専
門
学
校
卒
、
鉄
工
会
社
役
員
、
長

浜。

車

か

見

え

ぬ

死

b 

角

に

ひ

そ

む

事

故

し

よ

甲つ
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什 ♂住宅資金無抽せんで貸付開始
ZJ住宅金融公憲の一般個人住宅建設資金の貸付は、今年度四月から従
そ)来の抽せん方式や申込Ii原位による合格選定方法が大巾に改正され、
21無抽せん方式(全て蓄額選考〕が採用されることになり、既に敷地
主(確保の出来ている方には、比較的早期に貸付が可能となりました。
jなお、ただいま次の要領でミ借入希望者の申込受付中です。
} 申込受付期間 4 月 21 日 ~8 月初日

白 申込受付場所建設場所のもよりの公庫業務取扱者(当町では

{ 伊予銀行長浜支居と愛媛相互銀行長浜支庖〕

j 貸付金額 48万円一91万円
利率・償還期間年5分5箆・ 18年-35年

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
秘
密
ろ
う
え
い

は
、
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

門
間
凶
国
民
年
金
に
加
入
し
た
く
な
い

の
で

3
が
、
強
制
で
す
か
O

T
台
回
満
二
十
才
に
な
っ
た
月
か
ら
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
強
制
で
す
。

れ
、
と
れ
ま
で
、
羽
円
だ
っ
た
も

の
が
、
日
円
に
な
り
ま
し
た
。

O
老
人
令
者
、
寡
婦
、
障
害
者
、
未
成

年
者
の
方
の
課
税
所
得
の
限
度
額

が
改
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
、
田
万

円
だ
っ
た
も
の
が
、
初
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

口
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

。
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
う

ち
、
低
所
得
者
の
保
険
税
の
負
担

額
が
改
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
、
四

万
五
千
円
だ
っ
た
も
の
が
、
五
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

出
国
保
直
営
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算O
今
回
、
六
三
九
万
円
を
追
加
、
予

氏
一
大
な
る
こ
と
を
痛
感
致
し
身
の
引
締
ま

豊
一
る
思
ひ
が
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
然
し

F
一
町
長
さ
ん
の
推
薦
も
あ
り
、
議
会
の
満

犬
一
場
一
致
の
ご
同
意
は
し
っ
か
り
や
れ
よ

笠
一
と
激
励
下
さ
っ
て
お
る
よ
う
な
お
気
持

制
一
ち
に
甘
え
て
不
敏
な
身
を
も
か
え
り
み

新
一
ず
就
任
を
決
意
し
た
次
矛
で
ご
ざ
い
ま

こ
の
た
び
の
議
会
に
お
い
て
満
場
一
一
す
。

致
の
ど
同
意
を
得
て
、
不
肖
私
は
長
浜
一
一
旦
就
任
致
し
ま
す
以
上
は
一
生
懸

町
助
役
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一
命
努
力
を
し
、
私
の
全
力
を
尽
し
て
西

た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に
助
役
一
田
町
長
の
鋭
敏
な
政
治
感
覚
と
、
卓
越

の
重
震
が
完
う
で
き
る
か
ど

5
か
心
中
一
し
た
政
治
力
を
長
浜
町
政
の
上
に
十
二

不
安
で
あ
り
、
特
に
現
在
の
長
浜
町
は
一
分
発
担
保
し
て
下
さ
る
こ
と
が
出
来
る
上

務
明
期
に
あ
り
ま
し
て
、
明
日
の
長
浜
一
う
に
、
補
佐
役
の
勤
め
を
果
す
の
が
、

の
繁
栄
の
た
め
に
大
型
開
発
と
い
う
大
一
私
の
生
命
で
あ
り
叉
町
長
さ
ん
議
会
の

き
な
課
題
と
取
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
一
皆
様
町
島
各
位
か
ら
長
年
に
豆
っ
て
お

い
る
今
日
、
助
役
の
職
責
は
極
め
て
重
一
世
話
に
な
ケ
ま
し
た
ご
恩
に
応
へ
る
途

一i
l
l
-
L
一
忙
し
い
か
ら
ワ
チ
は
後
に
し
て
く
れ
グ

一
一
と
か
、
集
金
な
ど
に
行
く
と
、
「
ま
た

一
一
か
と
い
う
よ
う
な
顔
つ
き
で
、
ま
る
で

一
-
自
分
が
金
も
う
け
で
も
し
て
い
る
か
の

四
一
よ
ラ
な
応
対
を
さ
れ
る
と
き
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

て fF
h るを I!
j" /しあく

ぅ、)、
つ長"

l、

L -6月、休日の当直医刊

院

院

院

院

医

医

医

医古U
ギ
冷
い

7吋
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田
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不
幸
な
こ
ど
も
た
ち
に

温
か
い
愛
の
手
を
e-

と
、
松
山
市
朝
美
町
に
あ

る
児
童
養
護
施
設
「
親
和

関
」
の
と
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
町
内
の
有
志
の
方

や
民
生
委
員
さ
ん
ら
が
結

集
し
て
、
去
る
四
月
二
十

六
日
、
長
浜
町
親
和
閤
里

親
の
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た。
現
夜
、
親
和
園
に
は
、

親
の
な
い
こ
ど
も
や
、
親

町
内
に
は
、
現
在
、
約
五
十
名
の
身

は
あ
っ
て
も
家
庭
で
育
て
ら
れ
な
い
と
一
パ
か
ら
も
、
心
の
親
と
し
て
、
い
つ
ま
一
心
障
害
の
こ
ど
も
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す

い
っ
た
不
幸
な
と
ど
も
が
約
百
三
十
人
一
で
も
相
談
相
手
に
な
る
と
と
も
に
、
り
一
が
、
去
る
四
月
二
十
八
日
、
こ
う
し
た

も
入
っ
て
お
り
、
寂
し
い
生
活
を
お
く
一
つ
ば
な
社
会
人
に
な
る
よ
う
に
ま
た
不
一
と
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
、
約
役
名
と
賛

っ
て
い
ま
す
。
一
幸
な
こ
ど
も
を
私
た
ち
の
町
か
ら
も
出
一
助
会
員
と
し
て
民
生
委
員
さ
ん
ら
が
出

l
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
i
l
-
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!
一
さ
ぬ
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
方
針
で
す
一
席
し
て
、
こ
の
こ
ど
も
た
ち
の
今
後
の

こ

の

町

か

ら

は

出

さ

ぬ

よ

う

一

i

l

i

l

i

-

-

l

i

i

一
し
あ
わ
せ
を
守
る
た
め
、
「
手
を
つ
な

1

1

I

l

l

i

l

i

-

-
ー
ー
一
会
員
@
増
え
て
ほ
し
い
ノ
マ
親
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
で
は
、
昨
年
、
日
赤
奉
仕
団
一

l
i
l
i
-
-
l
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l
-
-
l
i

一
喜
一
見
を
も
っ
親
の
苦
労
と
悲
し
み

と
町
内
の
有
志
の
方
で
、
こ
の
親
和
国
一
里
親
の
会
々
員
は
、
結
成
当
日
で
約
一
は
、
他
の
私
た
ち
に
は
、
と
う
て
い
想

の
こ
ど
も
た
ち
の
三
日
里
親
」
を
行
一
六
十
名
で
す
が
、
会
で
は
、
今
後
、
会
一
像
の
つ
か
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

な
い
ま
し
た
が
、
で
き
れ
ば
、
と
の
一
一
員
が
一
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
望
ん
で
一
子
を
持
つ
親
の
願
い
は
、
そ
の
子
が

白

里

親

を

毎

年

つ

づ

け

、

こ

ど

も

た

ち

一

い

ま

す
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「
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
」

も
結
成

婦
人
会
長

鎌
田
さ
ん
の
後
任
き
ま
る

し美 会三鎌
た千新を月田こ
。子会退を定れ
き長会も子ま
んにさっきで
(はれてんの
五、主、(長

七長し会六浜
才浜た長九旧T
)ー。を才連
が七退)合
決区 任は婦
まの 、、人

り山婦)こ会 ー

ま口 人の長新会長山口実千子さん

たげたぞ ーま婦 つ，忠はな
だまだ、こ株い入社かいじが長
きしま町ののりの会るもめらい占}
まてまの会不ま活のこよた、教杭
す、す皆の安す動めとりと掃員{壬
。御よ様回を折分吉とまと人生木
投うの的感柄野まなせろ会活??
拶、ご遂じ、もしりんでのを bも
にお理行ざ責広いまこどー送さ
替ね解のる任〈進しのざ員り η
えがごたをの深展た大いと、 J

さい支め得重くと。任まし遅
せ防援、ま大な共 をすてれ
てしを何せきつに 仰の歩 15占
い上いと 10'とて、 せに弓せ
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努

力

の

智

吉宮
，じA

マ

マ

の

と

れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
は
J

私
た
ち
も
、
こ
ラ
し
た
親

子
さ
ん
た
ち
と
一
丸
と
な
っ
て
、
日
健
全

な
成
長
と
発
展
め
ざ
し
て
力
を
合
わ
し

て
ゆ
か
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

別
人
口
は
、

男

七

O
九
一
人

女

七

九

O
二
人

で
、
八
一
一
人
女
性
数
が
上
回
っ
て
お

り
、
男
一
人
に
対
し
て
女
一
-
一
人
の

割
合
で
す
。

さ
て
、
ど
ち
ら
が
有
利
か
な
?

女
性
多
し

H
H

町
内
人
口
H

三
月
三
十
一
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現
在
、
町
内
の
男
女
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頁氏 名

2 井上勝義

8住吉神社
11 長浜上関フエリー
13東洋勝
↑5水本朝幸

17 渡欧 保

50 坂井嘉九五郎
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